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中学生における精神的健康とレ ジリエ ン ス お よびソー シ ャル ・ サポー トとの関連

受験期の 学業場面 に 着 目して 一

石 　毛 　み ど り
＊

無 　藤 隆
＊ ＊

　 レ ジ リエ ン ス は，困難 な出来事 を経験 して も個人 を精神的健康へ と導 く心 理 的特性で あ る 。 本研究の

目的は 中学 3年生 の 高校 受験期 の 学業場面 に お け る精神的健康 と レ ジ リ エ ン ス お よ び ソ
ー

シ ャ ル ・サ

ポートの 関連 に つ い て 検討す る こ と だ っ た 。 精神的健康の指標は ス トレ ス 反応 と成長感 を用 い た。受験

前は538名を 対象 に ， レ ジ リエ ン ス 尺度 ，
ソ ーシ ャ ル ・サ ポート尺度 ， 学業 ス トレ ッ サー

尺度そ し て ス ト

レ ス反応尺度を用 い て解析 した。受験後 は ， 受験 前と後 の 同
一
被験者263名 を対象に ，上 記の 尺度 に 成長

感 尺度 を加 えて 解析 した 。 そ の 結果 ， （1）レ ジ リエ ン ス 尺度は 「自己志向性」「楽観性」「関係志 向性」 の

3 因子構造だ っ た。  ス ト レ ス反応の 抑制に は「自己 志 向性」， 「楽観性」，母親，友 だち ， 先生 の サポー

トが寄与 して い た 。 （3減 長感 に は 「自己志向性」 が 強 く寄与して い た。（4汝 子 の ス トレ ス 反 応 の抑制に

は レ ジ リエ ン ス よ リ ソー
シ ャ ル ・サ ポー

トの 方 が 大 きな影響 を及ぼ して い た 。   「関係志向性」お よ び

「自己志向性」に は友だちサポ
ー

トが最 も高 い 相関を示 した 。 最後 に ス トレ ス 状況下で の 精神的健康 に

対す る レ ジ リエ ン ス と ソ ーシ ャ ル ・サ ポ ートの 役割 に つ い て 討論 し た 。
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　近年 ， 諸外国 で 青年の 健康教育 に 適 用 さ れ て い る概

念 に レ ジ リエ ン ス が あ る （Masten ＆ Ceatsw 。 rth，1998）。

レ ジ リエ ン ス と は困難な状況 に さらされ ， ネガ テ ィ ブ

な心理状態に 陥っ て も重篤な精神病理 的な状態に は な

ら な い
， あ る い は 回復 で き る と い う個人 の 心 理 面の弾

力性 嘸 藤・森・遠 藤・玉 瀬，2004） を い う 。 Grotberg （2003）

は レ ジ リエ ン ス を 困 難 な 出来 事 を 克 服 し ， そ の 経験 を

自己の 成長の糧 と して受 け入 れ る状態 に 導 く特性 と定

義 し， 個人 の潜在的な回復性に注目し て い る。そ し て

こ の 弾力性の あ る特性 は 誰 もが 備 え て い る とい う。 レ

ジ リエ ン ス の概念に 基 づ く健康教育プ ロ グ ラ ム で は こ

うした特性を高め る こ と に重点が お か れ る。個人 の 特

性 と は ， 決断力 ， 内的統制感 ， 精神的自立 性，問題解

決能力 ・ス キ ル （Richardson，　Neiger ，　Jensen，＆ Kumpfer ，

1990）， 根気強 さ ， 楽観主義 （Flach，1997＞，自律性 （L ・se1，

Bliesener，＆ Koferl ，1989） な どで あ る。レ ジ リエ ン ス が

高 い 者に は次の よ う な特徴が あ る。 自尊感情 が 高 い

〔Masten ＆ Coatsworth，1998），無気力感 に 陥 る こ とが 少

な い （Losel 　 et　 a1 ．，1989），自分 の 考 え を 主張 で き る

（Werner，1989 ）， 問題解決 へ の 意欲 が 高 い ，問題 を正確
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榊
　 自梅学 園大学

に 把握す る （D
’ZurMa ＆ Nezu 、199  ）， 過去 に 経験 した 問

題 を別 の観点 か ら見直した り，よ り適切な解決方法 を

選択 し て対処 す る タ イ プ や 他者 に 援助 を 求 め る タ イ プ

（Flach．1997）の コ ーピ ン グを用 い る， 大 きな ソー
シ ャ

ル ・ネ ッ トワーク を も っ て い る （Losel　et　a1．，1989） な ど

で あ る。

　国内で は レ ジ リエ ン ス を精神 的回復力あ る い は レ ジ

リエ ン シ
ーと記述 し， 青年 を対 象 とした研究が報告さ

れ て い る 。小塩 ・中谷 ・金 子 ・長峰 （2002） は ， 将来に

目標 をもつ などの 未来に対す る肯定的な志 向性 ， 感情

調整力，興味や関心 の 多様性 ， お よび忍耐力 に 注 目 し，

大学生 を対象 に 新た に 3 因子 か ら成 る レ ジ リ エ ン ス

（精神的 回復 力）尺度 を作成 して い る 。 そ し て ， 精神的回

復 力 と ネ ガ テ ィ ブ な ラ イ フ イベ ン トお よび 自尊感情 と

の 関連 を検討 し， 苦痛 に 満 ち た ラ イ フ イ ベ ン トを経験

した に も拘わ らず ， 自尊心 が高 い 者は そ の よ う な経験

をして 自尊心 が 低 い 者 よりも精神的回復力が高 い こ と

を報告 して い る 。 また ． 荒木 （2001）は ， 短大生 を対象

に レ ジ リエ ン シ
ー

が ，
い じ め ら れ た体験 が あ っ て も 「負

けず嫌 い に な っ た」な ど そ の 後 の パ ーソ ナ リ テ ィ の 発

達 や 自己肯定感 と正 の 関連が あ る こ と を明 らか に し て

い ・る 。

　 と こ ろ で ， 国内の ス トレ ス 研究 に よ る と，中学生 の

不登校や い じ め な どの 現象あ る い は心身の 不調 な ど の

ス トレ ス 反応は 学校で の 人間関係 や 学業 上 の 問題 と関
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連 が あ る とい う 〔岡安 ・嶋出
・
月 羽

・森 ・矢冨，199，　2）e こ の

う ち 学業上 の ス トレ ッ サ ーで 最 も大 き な 出来事 と し て

入学試験 が あげ られ て い る （三 川、1988 ）。 昨今 ， 高校入

学者の 選抜方法 は 過度の 受験競争 に 対す る 批判か ら推

薦入学 の 酒
’
用や受験機会の複数化そ して 調査書の 活用

等 の 改善 が された。加えて 少子化 も進 み ，受験
．
競争 は

緩和 さ れ て い る も の の
， 中学生全体 の 34％ が 依然 と し

て 高校受験 を プ レ ッ シ ャ
ーと感 じて お D （深 谷，20〔）D ，

65．3％ の 3年生が高校 入 試の 経験 で ス トレ ス が た ま っ

た と答え て い る （深 谷、1999）。 実際， 受験期の 3 年生 は

ス トレ ス を強く感 じ， 種々 の ス トレ ス 反応 を表 出す る

こ と が 見出 さ れ て い る 。 そ し て こ れ ら の ス トレ ス 反 応

の 軽減 に は コ ーピ ン グや ソー
シ ャ ル ・サ ポー トが有効

で あ るとい う 〔三 浦 ・ヒ里 ，1999）。

　 コ ーピ ン グ は 心理 的ス ト レ ス 反応の 低減 を目的 と し

た 行動 で あ る 皈 田、1989｝。

一般に ， 問題と な る ス トレ ッ

サ
ー

を直接解決 し よ う と す る，問題を 中心 と す る タ イ

プ と，ス ト レ ス 状況下 で の 情動 に 対処 す る，情動 を 中

心 とす るタイ プ の 2 種類 に大き く分け ら れ る 。 学 業場

面 で 生 じ る ス ト レ ス 反応 に は，物 事 を肯定的 に と ら え

た り（三 浦・坂 野，1996）， 気晴ら し をす る な ど の 〔神藤 1998｝

情動 を中心 とす る タ イ プの コ ーピ ン グが効果的 で あ る

とい う 。

一
方 ， 問題 を中心 とす る タ イ プ の コ ーピ ン グ

が 効果 的 だ と もい われ （三 瀞 ヒ里，1999）， そ の 見解は必

ず し も一致 し て い る わ け で は な い 。

　 ソーシ ャ ル ・サ ポ ートは
， 個人 を取 り巻 く人 々 か ら

受 け る 様 々 な形 の 支援 を い う。「社会的包絡」， 1知覚 さ

れ た サ ポ
ー

ト」， 「実行 さ れ た サ ボート」 の 3 種類 に 分

類 さ れ る （Barre【
・
a，1986）。 児童生徒を対象に した調査 で

は，ソーシ ャ ル ・サ ポー トは ， 微妙 な 個人差を反映 す

る た め に は サ ボ
ートを 受 け る可 能性 へ の 主 観 的 評 価 の

測定 が適 し て い る こ と か ら ほ と ん ど 「知覚 さ れ た サ

ポー
ト」 の観点で 測定さ れ て い る。これ ま で 多くの研

究 で
，

ソー
シ ャ ル ・サ ポー トは学校 ス トレ ス を 軽減す

る こ と 欄 安 ・嶋 田 ・坂 野．1993 ；三 ma　・上 里．1999｝ や 不登

校 の 予防効 果 に な る こ と 〔菊島 20  が 検証 さ れ る 等，

ス トレ ス 状況下 で の 適応 に 重要な個人 的資源 と さ れ て

い る （Garmezy ．1993）。そ して ，サ ポ
ー

ト源や サ ポ ー
ト

を予測す る 者 の性 に よ っ て サ ポー
トの ，ス トレ ス ．軽減

効 果 は異な る こ と が 明 らか に な っ て い る （久 田．1987）。

学業場面 で 生 じ る ス トレ ス 反応 に 対 して は 男子 で は 女

子 ほ ど そ の 効 果 は 高 くな く，ソ
ー

シ ャ ル ・サ ポー
ト以

外の ス ト レ ス 軽滅要因を探 る必要が あ る こ と が 指摘さ

れ て い る （岡安他、1993 ）。

　 中学生 の 場合，性差は ス ト レ ス 反応 を軽減 す る サ

ポ ートの 効果 に だ け で な く， ス トレ ッ サー
の 評価 お よ

び ス ト レ ス 反応 の 表 出 に も 見 出 さ れ て い る 岡 安 他，

1992 ；岡安他、1993）。 ま た ， 親子関係や友人関係 に も性差

が あ る と い わ れ る。親 子 関係 で は 女 子 は 母親 と共 に い

る時，安定感 を得 る とい われ，母親 との 情緒的結合 を

求 め る傾向が 男子 よ り強 い ヒい う 伽 藤 19S7 ）。友人関

係 で は 男子 は 相手 に 頼 ろ う と し な い つ き あ い 方 を す る

（Sherrod、19S9；和 田、1996），あ る い は友人 とは独立 した

意識 を も つ の に 対 し て ， 女 子 は 同 じ よ う に感 じ て くれ

る ， あ る い は悩 み を打ち 明 け る こ と が で き る よ う な 面

を友人 に期待 し 〔榎本．ユ999）， 男子 に 比 べ 依存的傾向が

強 い と い う 。 従 っ て ， 中学 生 の 適 応 や 関係性 に 関 す る

変数 を検討 す る場 合に は性差 を考慮す る必要が あ る と

い える。

　 さ て ， 児童生徒の 心 理 的 ス ト レ ス 反応 が ど の よ う に

生 じ ， 緩和 され る か は学校ス ト レ ス の観点か ら明 ら か

に され て い る （岡 安 ・
嶋 田

・
坂 野 、1992 ； 嶋 田，19Y8）。 しか

し，そ れ ら の 研究 で は ス トレ ス 反応の 緩和は重 視 さ れ

て い るもの の ， 心理面 の 回復性 に つ い て は あ ま り触れ

ら れ て い な い 。心 の 健康 を考 え る ヒで ，ス トレ ス 事態

で の ネ ガ テ ィ ブ な症状 の 緩和 に つ い て 調 べ る 視点 だけ

で は な く，
ス ト レ ス フ ル な出来事 を経験 した後，ネ ガ

テ ィ ブ な 心 理 状態 か ら回復 し て い る か ど う か を調 べ る

視点も必要 で あ る 。

　 そ こ で ， 本研究 は レ ジ リエ ン ス を取 り．Eげ ，
ス トレ

ス 反応 の 低減 に 加 え，回復性 に も焦点 を 当 て る 。 具体

的 に は，受験期 の 学業場面 とい う ス トレ X の 高い 状況

に 着 目 し， レ ジ リエ ン ス が 中学 3 年生 の 精神的健康 に

どの よ う に 影響 を及 ぼ す か に つ い て 検討す る。レ ジ リ

エ ン ス は ， 「ス トレ ス フ ル な状況 で も精 神的健康 を維持

す る，あ る い は 回 復 へ と 導 く心 理 的特性」 と 定義 す る。

精神的健康の 指標は 受験前は ス トレ ス 反応 ， 受験後 は

成長感 と す る 。 成長感 と は ， 自己 の 成長を 自覚 する こ

とで あ る 。 そ し て 回復 した状態 を ，
つ ら い 出来事で も

そ の 経験 をプ ラ ス に 受 け と め ら れ る状態 ， す な わ ち ス

トレ ス フ ル な状態を克服 し た結果と と ら え，成長感 を

回復 の 指標 と す る 。ま た，児章生 徒 の 適応 に 重 要 な 資

源 で あ り，
レ ジ リエ ン ス と の 関連 〔L 〔〕scl 　eta1 ．．1F）SE〕 が

推測 さ れ る ソ
ー

シ ャ ル
・サ ポ ートも取 り上 げ，男女別

に 検討 す る。

　 先行研究 か ら次 の 仮説 を設定 した。

　 仮説 1　 レ ジ リエ ン ス が 高 けれ ば，そ う で な い 場合

に 比 べ 受験前の ス トレ ス 反応 の 表出 は 少 な い だ ろ う。

　 仮説 2　 レ ジ リエ ン ス が 高け れば ， そうで な い 場合

に 比 べ 受験後の 成長感は 高い だ ろ う。
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　仮説 ユ と 2 の補足的仮説 と して ，
レ ジ リエ ン ス の 影

響 に 加 えて ， ソーシ ャ ル ・サ ポー トに よ る，女子 の ス

ト レ ス 反応 お よ び成長感 へ の 影 響 は 男子 よ り大 き い だ

ろ うと設定 した。仮説の 設定理由は次の 通 りで あ る 。

レ ジ リエ ン ス の 特質 か ら， レ ジ リエ ン ス は ス トレ ス 反

応 の 抑制 お よび成長感 に寄与す る と仮定 した 。 し か し，

ソーシ ャ ル ・サ ポー トの ス トレ ス 反応軽減効 果 は特 に

女子 に お い て有効で あ る こ とか ら （岡安他，1993），女子

の ス トレ ス 反 応 の 抑制 お よ び 成長感 に は レ ジ リエ ン ス

に加えて ソーシ ャ ル
・サ ポー

トの 影響 が 男子 よ り大 き

い と仮定 し た 。

　 仮説 3　 レ ジ リエ ン ス と ソ
ー

シ ャ ル ・サ ポ ー
ト と の

間に は相関関係が あ る だ ろ う。こ れ は次 の 理 由 に よ る。

レ ジ リエ ン ス が 高い 者は，他者 に 援助を求 め る タ イ プ

の コ ーピ ン グ を 用 い る （Flach，1997）
， あ る い は 大 き な

ソーシ ャ ル 。ネ ッ トワ
ー

クをもっ て い る （L  sel　 et　 al．，

1989） と い わ れ る。大 き なサ ポー
ト・ネ ッ トワ

ー
ク の中

で は様 々 な援助関係 が成立 す る だ ろ う。 ソーシ ャ ル ・

サ ポ ー
トは援助 された とい う過去 の体験 に よ っ て形成

さ れ ， そ の体験 に基 づ く援助の 可能性 の 予測 で あ る （久

田 ・千田 ・箕 口 ，1989 ）。 よ っ て ， サ ポー
トを得 られ る と思

うほ ど， そ うで な い 場合よ り レ ジ リエ ン ス も高 い だ ろ

う 。 また ，
レ ジ リエ ン ス が 高けれ ば そ うで な い 場 合 よ

り ， サ ポート を 得 られ る と強 く思 うだ ろ うと仮定 した。

　以．ヒに よ り ， 本研究の 目的は 受験期 の ス トレ ス の 高

い 状況 で ス トレ ス 反応 お よ び 成長感 に レ ジ リエ ン ス と

ソーシ ャ ル ・
サ ポー

トが どの よう に 関連 するか 男女別

に検討す る こ と で あ る。そ し て ，そ の 結果 をふ まえて

男子 の ソー
シ ャ ル ・サ ポート以外の ス ト レ ス 反応の軽

減要因 を探 りた い 。本研 究は，受験前 と後 の 2 時点 の

測定に よ り，ス トレ ス 研 究 で あま り注 目さ れ な い 回復

性 に 関連 す る 要因を明らか に し ， 中学生 の心の健康の

維持 に 有用 な知見 を提供で き る と考 え る 。

方 法

1 ．手続 き

　質問紙 を中学校 に配布 し， 学級担任の指導の も と に

授業時間 に 集団 で
， 受験前 と後に 2回 の 調査 を実施 し

た。所 要時間 は 30分程度 だ っ た 。 た だ し受験後の調査

で 中部地方 の 1校は郵送 で 回答用紙を回収 し た 。

（1＞ 受験前　2002年12月下旬 〜 2003年 2 月初旬 に 実施

した。調 査対象 は ， 東北地方 の 3校 477名（男 子 245 名，女

子 232名）， 関東地方 の 2 校 288名 （男 子 160名，女 ：f　 128

名）， 中部地方の 1校 131名 （男子 6。名、女子 71名）の 合計

6校 896名 （男子 465 名、女子 431 名）だ っ た 。 特定 の 地域

に 限定 す る こ と を避 け ， 上記 の 地域 の 公立中学校の 3

年生を対象 と した。な お ，推薦入 学 や 入 学試験 が 済 ん

で い る 者 141 名 （男 子 76名，女 子 65名）
， 回答に不備が あ っ

た 者 24名 （男子 17名，女 子 7名 ）， 欠損値の あ っ た 者 193名
（男 子 111名 ，女 子 82 名 ） を除 く538名 （男子 261 名，女 子 277

名 ） を分析対 象 とした 。

（2） 受験後　2003年 2月下旬〜 3 月に実施 した 。 調査

対 象は ， 上記 の 6校の うち関東地方の 2校 297名 〔男子

ユ61名，女 子 136 名）， 中部地方の 1校 116名 （男子 52名、女

子 64名） の合計 3校 413名 （男子 213各 女子 200名 ）だ っ

た 。
こ の う ち 2 つ の 調 査 の 同

一
対象者 で ，回答 に 不備

が あ る もの を除 く263名 （男子 134 名，女 子 129 名） を分析

対象 と した 。

2 ．質問紙

（1＞ 内容　属性 （性別，組 出席 番号 ），家族構成，そ して

受験前に は 受験の有無と時期 （推 薦入学や 就 職希望 か．受験

前 か 後か ）に つ い て ，受験後 に は 受験結果 に つ い て 「希

望通 りだ っ た」か 否 か また は 「結果 は まだわ か ら な い 」

の 3 つ の 選択肢 で 尋ねた。測定 に は受験前 は レ ジ リエ

ン ス 尺度 ，
ソーシ ャ ル ・サ ポート尺度 ， 学業ス トレ ッ

サ
ー

尺度 ，
ス トレ ス 反応尺度 ， 受験後は成長感尺度を

用 い た。

  　使用尺度　レ ジ リエ ン ス 尺度　海外 の レ ジ リエ ン

ス 尺 度 は ， 成人女性が対象で あ る （Wagnild ＆ Y ・ung ，

1993） こ と や ， 女子 の因子構造が 定ま ら な い （Bennett，

Novotny ，　Green，＆ Kluever，1998 ）こ と ， そ して 国内 の 尺度

（小塩他，2002）は海外の 尺度を改変 し ， 大学生を対象 と

す る こ とか ら ， 本尺度は 国内の 中学生用 の レ ジ リエ ン

ス 尺度 と し て 次の よ うな過程 で作成 された （石毛，2001；

2004 ）。
つ ら い 出来事を 経験 し た 時 の 落 ち 込 み か ら どの

よ うに 立 ち直っ た か と い う内容 の 面接調査 か ら項 目収

集さ れ ， 質問紙が 作成 された。予備調査 の 結果 ， 「自己

志 向性」， 「楽観性」，「関係志 向性」 の 22項 目 3 因子 が

抽出さ れ た 。 そ し て 1，468名 （1年 生 516名 ，2年 生 353名，3

年 生 349名） の 中学生 を対 象 に 行 っ た本調査 の結果， 本

尺度は 上 記の 3因子 か ら成 る こ とが 確認 さ れた 。 「自己

志向性」は自分の 判断や行動 を見直して 自ら問題解決

を し よ う と する自立的な傾向 を，「楽観性」は物事 をポ

ジ テ ィ ブ に 考 え る傾 向 を，「関係志向性」は ネガ テ ィ ブ

な 心理状態を立 て 直すため に 他者 との 関係 を基盤 に し

よ うとす る心性を表す 。 Cronbachの α 係数は「自己志

向性」因子 は α
＝．76，「楽観性 」因子 は α

＝．64， 「関

係志向性」因子 は α
＝．74の 値 を得 ， 内部

一
貫性が あ る

と判断 した。

　内容 的妥 当性は レ ジリエ ン ス の 高い 者の特徴を記述
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した 先行研究 か ら確 か め られ た 。 判断力 の よ さ （He1 】din

＆ 1Iaas，1984）， 根気 強 さお よ び 自立 心 の 高さ 〔Werner ，

1989）は 「自己志 向性」に ， 物事 を ポジ テ ィ ブ に 考え る

傾向 （F］ach ，1997；Kumpfer ＆ H ・pkins 、1993 ）は 「楽観性」

に
， 援助 を求め る傾向 （Flnch，1997） は 「関係志向性」

に 反映 さ れ て い る 。 構成概念妥当性は レ ジ リエ ン ス，

無気力感 ， 自尊感情お よ び コ ーピ ン グ に っ い て の パ ス

解析で確認 され た 。 す な わ ち．「楽観性」か ら無気力感

へ は負 の ，自尊感情へ は 正 の ，「自己志向性 」か ら コ ー

ピ ン グ の ［あ き ら め 」の タ イ プ へ は 負の
， 「積極的対処」

と 「思考 の 転換」 の タイプ へ は正 の ， そ し て 「関係志

向性」 か ら 「サ ポ
ー

ト希求」 の タ イ プ へ は 正 の パ ス 係

数 が 有意 だ っ た 。既存 の 尺 度 と比 較す る と ， 楽観的傾

向 を表 す項 日は共通で あ るが，本尺度で は自立的な傾

向を表 す 項 日が 1 つ に ま と ま っ て お り ， 発達的 に 独立

意識の 高ま る青年期の特徴が 反映 さ れ て い る 。

　本研究 で は 「関係志向性」因子 が 2項 目で 少 な い の

で 4項 目を追加 し ， 合計 26項目 に つ い て 尋 ね た。［ul答

形式 は，1．ま っ た く あて は ま ら な い 2．あ ま り あ て は ま

ら な い 3．少 しあて は ま る 4．よ くあて は ま る の 4段階

評定 で あ る。3 因 子 を想定 し ， 本データ の 26項 目に つ

い て 因子分析 住 因 子 法・プ ロ マ ッ ク ス 回転） を 3 因子解 に

よっ て 行 っ た。因子負荷量 が ．4〔｝に満た な い 5項 日を削

除 し ， 再度 3 因子 解に よ っ て 因子分析 を行 っ た （T 川 ．E

1参 照）。 そ の 結果 ， 想定通 りの 3 因子 21項 目が抽 出され

た 。 Cronbachの α 係数は 「自己志向性」と 「関係志 向

性」は α
＝ ．79，「楽観性」は α

＝．73の 値を得 ， 内部
一

貫性が ある と判断 した。

　学業ス トレ ッ サ
ー

尺度　中学生用学校 ス トレ ッ サ ー

尺度 幗 安 他、199L） の 「学業」因子 の 8項目 に 「入 試の

こ と が 心配 に な っ た 」 と い う 1項 目 を追加 し た 。 最近

数 ヶ 月 の 出来事 に つ い て 経験頻度 を 3段 階 （得点 は 2〜〔｝

点 に 換算 〉
， 嫌悪度 を 4 段階 （得点 は 3〜り点 に 換 鋤 で評定

す る。本 データ の 9項目に つ い て 因子分析 住 因子 法 ・

プ ロ マ ッ ク ス 回 転）を行 っ た結果 〔TA 川 ．卜：2 参照 〉， 1 因 子 5

項 目が 抽出 され た 。 Cronbach の α 係数 は α
二 ．81の 値

TABLE 　l　 レ ジ リ エ ン ス 尺度 の 因子分析結果 （主 因f 法 ・プ ロ マ ッ ク ス 回転後）と平均値 ・標準偏差

Nu 項 目 FlF2F3 　　共 通 「生　 ルグ　　5P

〈第 1 因子　 自己志向性〉 〔α ＝．79）
16 失敗 した と き 自分の ど こ が 悪 か っ た か 考 え る 。
4 難 しい こ とで も解決 す る た め に 色 々 な方 法 を 考え る。
19．な ぜ そ う し た の か 行動 を 見直 す こ とが あ る。
3 失敗 して もあ き ら め ず に も う

一
渡 挑戦 す る。

13 困 っ た こ と が 起 き る と そ の 原 因 を考 え る、，
8 や ワ始 め た こ と は 最後 まで や る 。

9 困 っ た と き自分が で き る こ と を まずや る。
L6 自分 の 判 断 は適切 か 考 え る ほ うだ。
2 っ ら い 経 験 か ら学ぶ こ とが あ る と思 う c

l 決 め た ら必ず実行 す る。
7 何 か を考 え る と き さ ま ざ ま な 角度か ら 考え る c

〈第 2 困子 　関係志向性 〉 〔α
＝．79）

17 つ らい と きや 悩 ん で い る と きは 自分の 気持 ち を人 に 話 し た い と 思 う。
22 寂 し い と き や 悲 し い と き は 自分 の 気持 ち を人 に 聞 い て も ら い た い と思 う。
24 迷 っ て い る と きは 人 の 意見を 聞きた い と思 う。
15 うれ し くて た ま らな い と き は 自分の 気持 ち を 人 に 話 した い と 思 う。
5 自分の 考 え を 人 に 聞い て も らい た い と思 う 。

25 人 か らの 助 言 は 役立 つ と 思 う e

〈第 3 因子　楽観性 〉 （α ＝．73）
脇 な に ご と も良 い ほ う に 考 え る。
18 困 っ た こ とが 起きて もよい 方向 に もっ て い く、，
20 困 っ た と き 考 え る だ け 考 え た ら もう悩 ま な い 。
6 困 っ た と きふ さ ぎ込 ま な い で 次の 手 を 考え る。

　 ．63　 　 ．II
… ．5呂 … ．05
．　　 ．54　

．
　　 ．U6

… ．53 　 ．Po
！　 ，51　　　 ．田
　 ．49　 　 ．D4
1　 47 　　 ，岨
… ，47 　　．lo
… ．，16　 」2

1 ．45 ．一．1）5
i ，44 −．。9
L　幽　．　L　．　r　r　．　．　．　．

．2／1　　 ．41
．〔）3　 　 ．33
．lo　 　 ．2s
．16　 　 ．36
．16　 　 ．24
．05　　 25
，16　　 　．3⇔
．17　 　 ．Lt・1
，u8　　 ．L9
．14　 　 ．25
．〔〕4　　 ．19

．13　　　　．87　：　　．00　　　．71
．12 　 ．84i ．Ol 　 ．65
，09　　　．52　 ：　

一．04　　　．31
．〔15　　　 ．．t8　．　 　 　 　 　 　 　 ．〔）1　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、25
．19　 ．46 ［ h4　 ．31
．15　 ，43i ．u9 　 ．26

一」18　　 　 ．〔〕7　　 　 ．8u　 　　 ．60
．〔卩f｝　　　　．〔，．且　　　　．77　　　　．59
−．06　　　

−．〔15　　　　．52　　．　　．26
・CSII　　　　・05　　　　・：4皇．．　　・35

3．31　 〔1．73
2、93　【1，79
2 ．85　 0．84
3，01　 0．74
3 ．｛B 　   ．別
2．88　 0．82
3．12　 ｛）．75
3．OD　 o．86
3．47　 0．68
2．81　 D．67
2，75　0．81

2．82　 1、03
2．74　 1．07
3．13　　0．9↓）
3．44　 0，82
3．Ol　 o．91
3，36　　0．75

2 ．62　　0，98
1）．58　　0．90
2．42　1．〔〕1
2 ．97　 0．79

　寄与率 （％）

累積寄 与率 （％｝

lf）．20 　　1（｝．：i8　　 5．88
19．21）　　29 ．58　　　35，46

因子間相関

FlF2

　　 、32　 　 −

F3　　 ，33　　 −．〔13
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TABLE　2　学業 ス トレ ッ サー尺度 の 因子分析結果 （主 因子 法 ・プロ マ ッ ク ス 回転 後）と平均値 ・標準偏差

No． 項 　 　目 F1　 共通性 　　M SD

2 テ ス トで 悪 い 点 数 を と っ た。
1 試験 や 成績 の こ とが 気 に な っ た。
3 先 生 や 親 か ら期 待 され る よ うな 成績が とれ なか っ た 。

4 一
生懸命勉 強 し て い る の に 成 績が の び な か っ た 。

9 入 試の こ とが心 配 に な っ た 。

．77　　　　．59　　　　3．69　　　2．11
．75 　　　 ．57　 　　3 ．27　　 2 ．16
．67 　　　．45　　　2 ．66　　 2 ．29
．62　　　　，38　　　 2 ．57　　　2 ．34
，59　　　　．35　　　 3，74　　　2 ，39

寄 与率 （％ ）

α ＝．81
46．89

TABLE 　3　 ソ
ー

シ ャ ル
・サ ポート尺度の 各サ ポート源の 因子 負荷量

No． 項 　 　目 父親 　 　母親 　 き ょ うだ い 　 先生 　 友 だ ち

1 あ なた に 元 気 が な い と，す ぐ に 気 づ い て は げ ま して くれ る。
2 あ なた が 悩 み や 不 満 を い っ て もい や な顔 を し な い で 聞い て くれ る。
3 あ なた が 何 か 失敗 を して も そ っ と助 け て くれ る。
4 ふ だ ん か ら，あな た の気 持 ち を よ くわ か っ て くれ る。
5 あ なた が 何か悩ん で い る と き に ど うした ら よ い か 教えて くれ る。

6 あ なた が 重要な こ と を 決め る と き ア ドバ イ ス し て くれ る 。

．77　 　 ．77
．77　　　．74
．78　 　 ．79
．81　 　 ．80
．83　 　 、85
．80　 　 ，80

，81
．79
．84
．82
．88
．80

．79　 　 ．77
．82　 　 、77
．86　 　 ，79
．78　 　 ．79
．85　 　 ．84
、8U　 　 、77

因子寄 与率 （％ ）

α 係 数

63．11　　62．63　　　　67．75　　　　65．44　　 62．54
．91　　　　 ．91　　　　　　．93　　　　　　．92　　　　．91

を得 ， 内部
一

貫性が あ る と判断し た 。
ス トレ ッ サ ー得

点は先行研究に従い 経験頻度 と嫌悪度をか け合わ せ て

算出し た 。

　ソーシ ャ ル ・サ ポー
ト尺度　学生 用 ソーシ ャ ル ・サ

ポート尺度 （久 田他，1989）の項目表現 を修正 した中学生

版 か ら，知覚 さ れ た サ ポ ートに 関 す る 6 項 目に つ い て ，

「あなた は ， あなた の まわ りの 人 た ち が どの くら い あ

な た の 助け に な っ て い る と感じ て い ま すか 。一番 よ く

当 て はま る と こ ろ に
，

1 つ だ け○を付 け て 下 さ い 」 と

教示 して ， 父親 ， 母親 ， き ょ うだ い
， 先生 お よび友 だ

ち の 5 つ の サ ポート源別 に 4 段 階評 定 で 尋ね た。本

データ の 6項 目 に つ い て サ ポート源別に因子 分析 （主

因子 法 ・バ リマ ッ ク ス 回転） を行 っ た結果 （TABLE　3参照），

ど の サ ポート源 も因子 寄与率が 6〔｝％以上 の 高い 数値

を示 し ， 先行研究 （岡安他，1993＞ と同様 に 6 項 目か ら成

る 1因 子構造だ っ た 。 Cronbach の α 係 数 は 全 て の サ

ポート源で α
＝ ．90以上 の 高い 値を得 ， 内部

一
貫性が充

分 あ る と判断し た 。

　中学生用ス トレス 反応尺度　中学生 の ス トレ ス 反応

を心身両面か ら測定す る尺度 （岡安 他，1992） で ， 「不機

嫌 ・怒 り感情」「抑うつ ・
不安感情」「無力的認知 ・思

考 」「身体的反応」の 4因子構造で あ る 。 68項目の うち

25項目に つ い て最近 数 ヶ 月の 気持ち や 身体の状態 を

4 段階評定 で 尋 ねた 。 本 デ
ー

タ の 25項 目に つ い て 因子

分析 住 因 子 法 ・バ リマ ッ クス 回 転） を 4 因子解に よ っ て

行 っ た結果，4 因子 24項目が抽出さ れ た 。 Cronbach の

α 係 数は α
＝．81〜．93

， また 尺度全 体 で は a ＝，94を

得 ， 内部
一

貫性 が あ る と判断 した 。 項 目の
一

部 ， α 係

数 お よ び因子 の 累積寄与率 を TABLE 　4 に 示す。

　成長感尺度　 ス トレ ス の 高 い 出来事 の 影響 を測定す

る指標 として ，
い じめ体験 の 影響尺度幡 取，1999）の 「精

神的強 さ 」因子 の 5 項目に 「や れ ばで き る と 自信 が つ

い た 」な ど 4項 目を追加し た 。 「入 学試験を経験 し た 現

在，あ な た は次に書 い て あ る こ と に，どの くらい あ て

は ま り ます か 」 と い う教示 内容で 4段階評定に よ っ て

尋 ねた。本 デ
ー

タの 9項 目に つ い て 因子分析（主 因 丁・法・

プ ロ マ ッ ク ス A 転1を行 っ た 結果 （TABLE　5参照 ）， 1因子 7

項 目が 抽出 さ れた。Cronbachの α 係 数 は α
＝ 、92を

TABLE　4　 ス ト レ ス 反応 の 下位尺度 に 含 まれ る 項 目

1　 不機 嫌 ・怒 り感情 （6 項 目，α 一．93，寄与 率 41．4％ ）

　 　い か りを感 じる。
　 　い らい ら す る。
II　抑 うつ

・不安感情 （6項 目，α
＝．89，寄与率 6．46％）

　 泣 き た い 気分 だ。
　 悲 しい

。

III 無 力的認知 ・思 考 （7項 目，α 一，84，寄与 率 4．63％ ）

　 　ひ とつ の こ と に 集中 する こ とが で きな い 。
　 　む ずか し い こ と を考 え る こ とが で きな い 。
IV　 身 体 的 反 応 （5項 目，α

一．82，寄 与率 3．88％）

　 頭が 重 い
。

　 頭 痛が す る。

各下 位 尺 度 に 含 まれ る項 目 は，そ れ ぞ れ の F位尺 度 の 因 子 負

荷量 の 大 き い もの か ら Lt項 口 を項 目例 と して 記載し た 。
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TABLE 　5　成長 感尺度 の 因子分析結果 〔主 閃 子 法 ・プ ロ マ ッ ク ス 回 転後 ）　 （η
一263）

Na 項 　 　目 Fl　　共通性 　　ルノ　　 Sl）

2 人 間的 に成 長 した と思 う。
3 ね ば り強 くな っ た と思 う。
1 精神的 に 強 くな っ た と思 う e

4 自分 の人 生 を切 り開 い て い く自信 が つ い た v

6 物事 に対 して 積極的 に な っ た。
8 や れ ば で き る と自信 が つ い た。
5 人 に 負 け た くな い と 思 うよ う に な っ た。

、8ア　　　　、76　　　　2，57　　　0．96
．87　　 　 ．75　 　 2．52　　 1．〔且
．8‘〕　　　　．64　　　　2．55　　　V ．99
，80　　　　　．64　　　　1p．42　　　 U．97
．75　　　　．61　　　　2，48　　　〔｝．96
、75　　　、57　　 2．53　　 0．97
．62　　　　．38　　　 2．86　　　1．〔）2

寄与率 （％）

　 α
一．92

62．14

得，内部
一

貫性が 充分あ る と判断し た 。

　 レ ジ リエ ン ス 尺 度 ， 学業ス ト レ ッ サ ー
尺度 お よ び ス

トレ ス 反応尺度の項目得点に は 天井効果を示す項目が

観測 さ れ た が ， 本調査 が ス ト レ ス 状 況下 で の 実施 で あ

る こ と を考え ， 因子 に 含 ま れ る す べ て の 項 目を分析 に

使用 し た。分析で は 尺度の 各因子 に 含 まれ る項 目の 評

定値 の 加 算平 均 を 算 出 し て 使 用 し た 。な お ソ ーシ ャ

ル ・サ ポ ー
ト尺度 は ， 先行研

．
究 に 従 い 各 サ ボ

ー
ト源 の

合計得点を 算出 して 分析 に 用 い た。

結果 と考察

1 ．各尺度得点の 性差

　レ ジ リエ ン ス 尺度，学業 ス トレ ッ サ
ー

尺度 ，
ス トレ

ス 反 応尺度 ， お よ び ソー
シ ャ ル ・サ ポ ート尺度 の 得点

の 性差を調 べ る た め に t検定を行 っ た。各 尺 度 の 男女

別 の 平均値 と標準偏差お よ び t 検定の結果を TABLE 　6

に 示す。得点 の 有意 な差 が 認 め ら れ た の は ， 「関係志 向

性 」，「楽観性」，学業 ス トレ ッ サー，「不機嫌 ・怒 り感

情」を除 くス トレ ス 反応 ， そ し て先生サ ボ ー
トを除 く

サ ポート源 で ， 「楽観性」と父親サ ポー ト以 外 す べ て 男

子 よ り女 子 の 得点の 方 が 高か っ た。 こ の う ち ス ト レ ッ

サー
，

ス ト レ ス 反応 お よ び ソー
シ ャ ル ・サ ポ ー

ト得点

が男子 よ り女子 の 方が 高 い 傾 向は先行研究 （岡安 他、

1992 ；岡安他．1993） と
一

致 し て い た 。 また 男 女 と も に ス

ト レ ス 反応の うち 「無力的認知 ・思考 」な どの 方が 「身

体的反応」 よ り得点 が 高 い 傾向，お よび友だちサポー

ト と 母親 サ ボ ートの 得点 が 他 の サ ポ ート源 よ り高 い 傾

向が窺えた 。

　 また，高校 受験後 の 成長感 に つ い て は性差 に 加 え ，

学校お よ び 入 試の 結果 に よ る 得点 の 差 も調 べ る た め に
，

TABLE 　6　 各尺度 の 男女別平均値（慓準偏差 ）と t検定 の 結果

男 子 〔〃 −26D 　 　 女 子 （〃・277）
　 ，1・l　　sp 　　　　 il’i　　SI）

t値

レ ジ リエ ン ス

　自己 志 向性

　関係志 向性

　楽観性

　レ ジ リ エ ン ス 得点

3 ．02　（o、46）
2．91　（〔，．63）
2，71　〔0．66）
8．64　（1．18）

3．田 　（C）．43）　　 0 ．16
3．23　（〔，　62）　　　

−5．98’“・

2．59　（0．71）　　　2．02室

8．84 〔1、23）　 −1 ．89

学業 ス トレ ッ サー 2．79　（1．6s｝ 3．55　〔1．61）　　　5 、．321‡ ＊

ス トレ ス 反応

　不機嫌 ・怒 り

　抑 う つ
・
不 安

　無 力的認知 ・思 考

　身体 的反 応

2．〔｝2　（1．Ol｝
1．89   ．83）
2．10 （O ．77）
1．73　（0．74）

2 ，1呂　（｛），95）　　 −1．93
2 ．27 ω．87）　 −5 ，15’“亨

2 ．36　〔O．75）　　　3．99
水t ＊

1，92　（0．78＞　　　
−2．83’＊

ソ ーシ ャ ル ・サボート

父 親

母 親

き ょ う だ い

先 生

友だ ち

15．5Z　〔5．47）
16．91　（5．〔，3）
12．57　（5，96〕
16．0ユ　（1．6ユ）

17．68　（4．03＞

14．49　（5．6〔D
l8．31　（4．88）
14．27　（6 ．37）

15．39 （4 ．95）
19．62　〔3，87）

2．16霧

3，27
卓＊

−3，19宰半

1．51
−5 ，ア1榊＊

（ ）内は 標 準偏差 　
’P ぐ ll5　

”p ぐ ．et　’“’p ぐ 、O〔U
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性（2）× 学校（3｝× 受験 結果（3＞を要因 と す る 3元配置 の 分

散分析 を行 っ た 。 そ の 結果 ， 学校 と性 と入試結果 の 主

効果は有意で は な か っ た。なお ，分析対象者 は ， 男子

134名 ， 女子 129名合計 263名 で あ る 。 その うち 入 試の

結果が希望通 りだ っ た者 は 164名 ， 希望が叶わ な か っ

た 者は 28名，結果 が 未発表 の 者 は 71名だ っ た 。

2 ．変数間 の 関連

（1） ス トレ ス 反応 と， レ ジ リエ ン ス ，ソーシ ャ ル ・サ

　ポー
トおよび学業ス トレ ッ サ ーとの 関連

　 ス トレ ス 反応 と，
レ ジ リ エ ン ス ， ソー

シ ャ ル ・サ ポ
ー

トお よ び学業 ス ト レ ッ サ ーと の 関連 を調 べ る た め に，

従属変数 と し て ス トレ ス 反 応 の 下位 尺度，説明変数 と

して 第 1 ス テ ッ プで 学業ス トレ ッ サ ーと ソー
シ ャ ル ・

サポー ト， 第 2 ス テ ッ プで レ ジ リエ ン ス の 下位尺度を

投入 し ， そ れ ぞ れ 男 女 別 に 階層的重 回帰分析を行っ た

（TABLE　7参照 ）。 そ の 結果 ， すべ て の ス トレ ス 反応で有

意 な決定係数が 得 られた。そ して 決 定係数 に わ ず か な

が ら増分 が 見 られた。

　ス トレス 反応 と レ ジ リエ ン ス との 関連　標準偏回帰

係数 は，「無力的認知 ・思考」 に対 し て 「自己 志 向性」

が ，す べ て の ス トレ ス反応に対 し て 「楽観性」 が有意

な負 の 値 を示 した。よ っ て，仮説 1 は 支持 さ れ た。そ

して ， 男子 の場合， 「楽観性」 は
， 「身体的反応」を除

く他の ス トレ ス 反応 と の 間 で ソ
ー

シ ャ ル ・サ ポートの

値よ り高 い こ と か ら，ス トレ ス 反応の 抑制 に は ソー

シ ャ ル ・サ ポー ト以 上 に レ ジ リエ ン ス の 影響が大 き い

こ とが示唆さ れた 。 よ っ て，男子 の ， ソーシ ャ ル ・サ

ポート以外の ス トレ ス 反応 の 軽減要因を探る と い う課

題 が解決 さ れ た。ま た
，

ス トレ ス 反応に対す る コ ーピ

ン グの 有効性 は先行研究に よっ て見解が分か れ て い た

が ， 受験期 の 学業場面 で 生 じ る ス トレ ス 反 応 の 抑制 に

は ， 物事をポ ジテ ィ ブ に 考える よ うな情動面 で 対処 す

る こ とが 効果 的 で あ る こ と が 示唆さ れ た 。

　「抑うつ ・不安」お よび 「身体的反応」に対し て，「自

己 志向性」 の 標準偏 回 帰 係数 は ， 男子 は有意 で は な い

が，女子は有意 な正 の値 を示 した 。 Nolen −Hoeksema

（lggr）は ， 女性の 方が男性 よ り内省的傾向が 強 い た

め ， 思春期 の 女子 も 不安や 抑 うつ 傾 向が 男子 よ り高い

の で は な い か と述べ て お り， 本研究 で も「自己志向性」

の ， 自分を振 り返る 自省的な 側面 が 女子 の 「抑 うつ ・

不安」な どの ス ト レ ス 反応 と正 の 関連 を示 し た と 考 え

られ る 。 また ， 「関係志向性」の 標準偏回帰係数 は男女

の 「抑 うつ ・不安」や 女子 の 「無力的認 知 ・思考」 と

の 間で 正 の 値 を 示 し た が
，

こ れ は 他者 に 自己開示 あ る

い は相談 した い と い う気持 ちだけ で はス トレ ス を解消

で きな い ため，ある い は友だ ち は ラ イ バ ル で もありス

ト レ ス フ ル な状態 で他者 との 関係を強 く求め る ほ ど不

安感や無気力感 を強 く感じ た の で は な い か と推測 され

る。

　 ス トレ ス 反応 と ソーシ ャ ル ・ サボー
トとの 関連 　男

女 と もに母親サ ポー
トと先生 サ ポー

ト， そ して 女子 は

友 だ ち サ ポートの 標準偏 回帰係数 が 有意 な 負 の 値 を示

し た 。 女子 の 場合，一
部 の ス トレ ス 反応 を除き これ ら

の サ ポートの 影響 は レ ジ リエ ン ス の 影響 よ り大 き く，

そ して 男子 に お けるサ ポ ートの 影響 よ りも大 き か っ た 。

よ っ て ， ソー
シ ャ ル ・サ ポートの ， ス トレ ス 反 応 の 抑

制 と成長感へ の 影 響は男子 よ り女子 の 方が大き い と い

う補足的仮説 は その
一

部が 支持 さ れ た 。

　また ， 先生サポートや友だ ち サ ポー トが ， ス トレ ス

反応 の種類 は異な る もの の ，そ の 抑制 に 寄与 した こ と

TABLE 　7　 ス トレ ス 反応を従属変数 とした男女別 階層的重回帰分析の結果 （il＝538）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 男　子〔n −26V
説明〆従属変数　　　不機嫌・怒り　　 抑うつ

・不安　　　無力的認知 身体的反応

　 　 　 　 　 　 　 女 子＠i277〕
不機嫌 ・怒り　　 抑 うつ

・不安　　　無力的認知　　　 身体的反陀、
学業ス トレ ッサー　．1n　　〔，15）’

ソ
ー

シャ ル ・サポート

父親

母親

きょうだい
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友だ ち
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自己志向性

関係 志向性

楽観性
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は 三 浦・上 里 （1　9．　99） の 知見 と一致 して い た 。 特 に ， 比

較的強 い ス ト レ ス 反 応 と い わ れ る 「身体 的反 応 」（嶋 m ．

1998 ；渡辺 ・渡辺．1998） の 抑制に先生 サポートが寄与 し

た こ と は ， 受験期 に お ける 教師 の サ ポートの 重要性を

示唆 し て い る。父 親 サ ポ ートの 影 響 は 本研究 で は観測

されず ， 三 浦 ・上里 （1999） の 知見 と は 異 な っ て い た

が， こ れ は 女子 に お い て は 母親 サ ポー
ト と 父親 サ ボ ー

トの 相関係数 が r ＝．54で 比較的高 く， 多重共線性の

影響 が 考 え られ る。

　ス トレ ス 反応 と学業 ス トレ ッ サ
ー

との 関連　学業ス

ト レ ッ サ ーの 標 準偏回帰係数は ， 女子 の す べ て の ス ト

レ ス 反応 との 間 で 有意 な正 の値が 示 さ れ た が，男子 の

「不機嫌 ・怒 り」 お よ び 「身体的反応」 との 間 で は 有

意で は な か っ た 。 こ の こ と か ら 男子 の 場合，学業 ス ト

レ ッ サ ー
以外 の ス トレ ス 源 の 存在 が 推測 さ れ る。

  　成長感と，レ ジ リエ ン ス
，

ソ ーシ ャ ル ・サポー ト，

　学業ス トレ ッ サ
ー

およびス トレ ス 反応 との 関連

　成長感 と，
レ ジ リエ ン ス ， 学業ス ト レ ッ サ ー，ス ト

レ ス 反 応 お よ び ソーシ ャ ル ・サ ポー ト との 関連 を 調 べ

る た め に ， 2 同 の調査 の 同
一

被験者 263名 を対象 に ，従

属変数 と し て 成長感 尺 度，説明 変数 と して 第 1 ス テ ッ

プ で 学業 ス トレ ッ サ ー，ス トレ ス 反応総 得 点 お よび

ソーシ ャ ル ・サ ポ ー
ト尺度，第 2 ス テ ッ プ で レ ジ リエ

ン ス 下位尺度を投入 し て 男女別 に 階層的重 同 帰分析 を

行 っ た （T，xBLE 　8参 照 ）。な お
，

ス トレ ス 反応総得点 は ス

トレ ス 反応尺度 の 下位尺度 の 平均値 の 合計点 で あ る。

そ の結果 ， 有意 な 決定係数が 得 られ ， そ の 値に 増分 が

観測 され た 。

　成長感と レ ジ リエ ン ス との 関連　「自己志向性」の 標

準偏回帰係数 は男女 と も に 有意な 正 の 値を 示 し，他の

下 位 尺 度 の 値 よ り大 き か っ た 。 さ ら に 男 子 は 「楽観性」

も有意な 正 の値を示 した。よ っ て，仮説 2は支持 され

た 。 そ し て ，成長感得点 は 入試 の 結果 に よ る 有意 な 差

が な い こ とか ら，入試 の 結果 に 拘わ ら ず ， 「自己志 向性」

は 成長感 に 寄与 す る こ とが 示 唆 さ れ た 。

　成長感 と ソ
ー

シ ャ ル ・サ ポー トと の 関連　男 子 は友

だち サ ポート， 女子 は先生 サ ポー
トの 標準偏 回帰係数

が 有意な 正 の値を示 し，そ の 値の 大 き さ は 男女 で あ ま

り差が な か っ た。よ っ て，補足的仮説 は そ の
一

部が 支

持 され ず ， 「レ ジ リエ ン ス の 影 響 に 加 え て， ソ
ー

シ ャ

ル
・サ ポートに よ る，女子 の ス トレ ス 反応 へ の 影響 は

男子 よ り大 き い が
， 成長感へ の 影響は男女 に よ る差は

あ まりない だ ろ う」と修正 きれた 。 成長感に男子は友

だ ち サ ポートが ， 女 子 は 先生 サ ポートが 寄与 した こ と

は 友 人 関係の あ り方と関連が あ る と考え られ る 。 男子

は 友 人 と は独立 し た意識 を も っ て お り， ま た ラ イバ ル

意識は 女子 よ り強 く （榎 本、1999），男子 に と っ て 友人は

受験勉強 の 動機 づ けを高 め る存在 で あるた め，友だ ち

サ ボ ー
トが 成長感 に 寄与 した と思われ る。一一

方 ， 女子

の 場 合，友人 は 情緒 的 な 依存対 象 で あ る た め ，友 だ ち

サ ポ
ー

トは 成長感 よりむ し ろ 「抑 うつ ・不安 1の 抑制

に ， 成 長感 に は先生 サ ポー トが寄与 した と考え られ る 。

　 な お
， 学 業 ス トレ ッ サ ーお よ び ス ト レ ス 反 応 の標準

偏回 帰係数 が有意で な い こ とか ら ， 受験後の 成長感 に

は 受験前の ス トレ ッ サ ーや そ れ に よ っ て 生 じ る ス トレ

ス 反応 は 影響 を及 ぼ さ な い こ とが 示唆 さ れ た。

（3〕 レ ジ リエ ン ス とソ
ー

シ ャ ル ・サポ
ー

トの 関係

　 レ ジ リエ ン ス と ソーシ ャ ル 。サ ポ ートの関係 に つ い

TABLE　8　成長感尺度を従属変数 と し た階層的重 回帰分析の結果 （“1
−263）

独立 変数
　 　 　 　 　標準偏 回 帰係数

男 子 （〃 ・134） 　 女 子 〔1．i＝129）

学 業 ス トレ ツ サ
ー

ス トレ ス 反 応 総 得 点

父親サ ポート

母 親サ ポー
ト

き ょ う だ い サ ポ
ー

ト

先生 サ ボ ート

友 だ ちサ ポ
ー

ト

自己 志 向性

関係志 向性

楽観性
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TABLE 　9　 レ ジ リエ ン ス と ソーシ ャ ル ・サ ポ ー
トの相 関係数

サボート＼レ ジリエ ンス

　 　 男子 　 （n ＝261）　 　　 …　 　 女 子 　（n −277）
自己志向　関係志向　楽観性 …自己志 向　関係志 向　楽観性

父親

母 親

き ょ うだい

先 生．
友だ ち

，26寧卓噛　　　．20零掌

．21＊順　　　　．25半蓼牢

，15＊

　　　　　．16掌

．29＊＊寧　　　．29鵬申ホ

，34＊ ＊ 蔀

　　　．44寧 寧 ＊

．17曠 家

　　　．08　　　　　　．22啄寧＊　　．19審常

．10　　　　　．16零亨　　　　，34’ ホ 寧
　　　．15 ホ

．07　　　　　．15＊

　　　　　，18審審　　　．2 串摩

．15零　　　　．20琳申　　　　．20ホ＊　　　　．15事

、09　　　　　．36
＊＊麟

　　　，44＊蓼・

　　　．20＊翫

ip

く．05　　
累率p〈 ．Ol　　

’零半
ヵ＜ ．001

て調べ る た め に ピ ア ソ ン の 単相関係数 を男女別に算出

した （TABu 二9 参照 ｝。 そ の 結果，全体的 に 数値は低 い も

の の ，
レ ジ リエ ン ス と大半 の サ ポ ート源と が有意な正

の相関を 示 し た 。 よ っ て ，仮説 3 は 支持 さ れ た 。

　 レ ジ リエ ン ス の 下位尺度の 中 で は 「関係志向性」 の

相関係数 が，一
部 の サ ポ ート源を除き最 も高か っ た。

サ ポー ト源 の 中 で は友だ ち サ ポー トが 「関係志向性」

お よ び 「自己 志 向性」 と最 も高 い 正 の 値 を 示 し た。 こ

れ は ， 友だ ち へ の 依存を通 して親か ら分離し 自立 し て

い く ， 中学生 の 時期 の 発達 パ ターン 憮 藤 ・久保 ・遠藤，

1998） を反映 し て お り，友だ ち は 内面 を 共 有す る対象，

そ し て課題遂行 へ の 意志や行動に影響を 及 ぼ す者 と し

て そ の 存在 が 大 きい こ とを示唆 し て い る。「楽観性」は

ソー
シ ャ ル ・サ ポート と は関連が あ ま り強 くな く， 個

人 内 の 比較的安定 し た特性 と 思われ る。 こ れ らの 結果

お よ び前述 の 階層的重回帰分析 の 結果 か ら，レ ジ リエ

ン ス の 下位尺 度の う ち 「自己志向性」は ， 特に友だ ち

サ ポ ートに よ っ て高め ら れ，「無力的思考 ・認知」の抑

制 お よび成長感に 影響を及 ぼ す と考え られ る 。 ま た ，

「関係 志 向性」 は ， 相談行為 な ど 実際の 行動 を介 し て

ス トレ ス 反応の 抑制 や成長感 に 寄与す る こ とが推測さ

れ ， 精神的健康 と 「関係志向性 」 お よび ソー
シ ャ ル ・

サ ポ ート との 関連 は 今後 の 検討課題 で あ る 。 「関係志向

性」が 友だ ち に 次 い で 母親 あ る い は 先生 サ ポートと の

間で値が 高い こ とは ， 青年期 に お い て 自己開示 をす る

対象 や 悩 み の 相談相手 が 友 人 ， 母親の 順 で 高 い とい う

知見 （加藤，1987；稲村 ・北村 ・栗田 ・児玉 ・西山 ・松本 ・皆Jlr・

三 橋 ・村瀬 ・山杜 1996） と
一

致 し て い た 。 先生 サ ポー
トの

値 が 高い の は本調査 が 受験期 に 実施 されたた め と推測

され る。

全体的考察

　中学 3年生 を対象 に ， 受験期の学業場面 の 精神的健

康 と レ ジ リエ ン ス お よび ソー
シ ャ ル ・サ ポ ー

トと の 関

連 に つ い て 検討 した 。 精神的健康は ス トレ ス 反応 と成

長感を指標 とした。その 結果 ， ス トレ ス 反応の 抑 制 に

は レ ジ リエ ン ス の 「自己志向性」と 「楽観性」，そ し て

ソ
ー

シ ャ ル ・サ ポートの 母親 ， 友だ ち ， 先生 の サポ
ー

ト

が
， 成長感に は特に 「自己志向性」 が 強 く寄与 して い

た 。女子 の 場合 ， ス ト レ ス 反応 の 抑制 に は レ ジ リエ ン

ス よ りソ ーシ ャ ル ・サ ポー
トの 方が 大 きな影響 を及 ぼ

して い た 。 サ ポート源 の 中で は友 だちサ ポートが 「関

係志 向性」お よ び 「自己志向性」 と 最 も高 い 相関を示

し て い た 。

　 レ ジ リエ ン ス は 心 理 面 の 回復性 に 注 目す る概 念 で あ

る。す なわ ち ，
レ ジ リエ ン ス は そ れ 自体精神的健康 の

内容 を含む が
， 幸福感や満足感 などより安定 して お り，

ス ト レ ス フ ル な事態で これ らの 健康 的な状態 をっ くり

出す働 きをす る 。 本研究 で は ，高校 入 試 とい う ス トレ

ス の か か る状況 で，「楽観性」と 「自己志 向性」が ス ト

レ ス 反応の抑制 に，「自己志向性」が成長感 の 促進 に 寄

与し ， 健康を維持す る 役割 を果 た し て い た 。 ま た，ソー

シ ャ ル ・サポ
ー

トも独自に心の健康に関与 して い た 。

加 え て， ソ
ー

シ ャ ル ・サ ポートは レ ジ リエ ン ス の 規定

要因 で あ る こ と も示唆 さ れ た 。 従 っ て，受験期 の 学業

場面 で 生 じる ス トレ ス を克服す る た め に は，レ ジ リエ

ン ス と身近 な人 々 の サ ポートが 必要 と い え る。そして

サ ポー
トを知覚 す る本 人 の 能 力 も求 め られ る だ ろ う。

　教育現場 で の 支援 と し て次の こ と を提言す る。大 き

な プ レ ッ シ ャ
ーを感 じ る出来事で も ポ ジ テ ィ ブ に と ら

え る こ とや ， ね ば り強 く取 り組む こ との 大切 さを生徒

に 伝 え た い
。 多少の 苦痛 を伴 う と して も， 前向 き な も

の の 考 え方 は 心身の 健康 に プ ラ ス の 影響 を及 ぼ し ， ま

た ，
ス ト レ ス フ ル な 出来事 を根気強 く切 り抜け よ う と

す る心性は 自己 の 成長 へ とつ なが る か らで ある。そ し

て ， 教師 と生徒 お よ び 生徒相互 の 信頼 関係 を 構築 す る

こ とが 不可欠で あ る。友人 や教師が サ ポートし て くれ

る と い う思い は ， 不安 や無気力感 あ る い は 頭痛 な ど体

の 不調 を和 ら げ る だ けで は な く，受験勉強 に取 り組む

意欲 も促 す か らで あ る 。 支援 に あ た っ て は ， 男子 に は

前向 きな考え方や取 り組み を支持 した り， 女子 に は悩

み や不安 を受け とめ る な ど，男女 の 特徴 を配慮 す る こ

N 工工
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石 毛 ・無 藤 ： 中学生 に お け る 精 神的健康 とレ ジ リエ ン ス お よび ソ ーシ ャ ル ・サ ポート と の 関連 IS65，

とが 望 ましい 。ま た ， 母親 に は 母親 の サ ポー
トの 重要

性を理解し て も ら う必要もある 。 母親 の 支 えを感 じる

こ と に よ っ て ， 受験生 の い ら だちや抑 うつ 的 な気分 は

低減 す る か ら で あ る、

　今後の 課題 と して次 の こ とが あげられ る 。 項目の 天

井効果や多重共線性が 見 られ た た め，尺度項目の 内容

の 検討 お よ び追 調 査 を行 う こ と。「関係志 向性」と 精神

的健康 との 関連 に つ い て 調査 す る こ と。 そ し て ，入試

へ の親の関心 の 加熱化 （神藤，1998） や塾の 肥大化 （深谷、

2  OD が 指摘 され て お り ， 受験期 の ス トレ ス に 関す る調

査 で は ， ス トレ ス 源 と して 生徒 の 学業活動以外に ， 親

や 塾 な どの 要因 も考慮 に 入 れ る こ と。ま た ， 対人 関係

場面 で の レ ジ リエ ン ス の 機能 に つ い て検討 す る こ とで

あ る 。
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　Resilience　is　a 　psychological 　trait　that　enables 　indlviduals　to　 Inaintain 　their　psychological　 well −being
despite　experiencing 　difficulties．　The　purpose 　of　the　present　 study 　 was 　to　investigate　the　relationship

among 　psych エ〕logical　well −being，　resilience ，　and 　social 　support 　in　third −year 　jurlior　high　school 　students 　who

were 　preparing　for　high　school 　entrance 　examinations ，（ln」apan ，　in　order 　to　be　admitted 　to　a　high　school ，

junior　high　school 　students 　must 　succeed 　QII　an 　entraIlce 　examinati 〔｝ll．）　Before 　taking 　the　e 【ユtrance　examina −

tions，538　students 　completed 　questionnaires　measuring 　their　 resilience ，　perceived　social 　support ，　stress
responses ，　and 　experience 　of　academic 　stressors ．　 After　the 　exarnination ．2630f 　the　students 　completed 　a

Self・Growth　Scale．　 The 　results 　suggested 　that　resilience 　cQnsists 　Qf 　3　factQrs： self −directedness，　optimism ，
and 　relation っ rientedness ．　 Self．directedness，　optimism ，　and 　perceived　support 　frorn　mother ，　friends，　and

teachers　alleviated 　stress 　responses ，　though 　social 　support 　was 　a　m σ re 　effective 　stress 　reliever 　than 　resilience

for　the　girls．　Self・directedness　was 　fQund　to　relate 　strongly 　to　feelings　of　se ！f−growth ．　Friends’ support

was 　correlated 　most 　positively　to　self −directedlless　and 　relation −orientedness ．　The　ro ！e　of 　resilience 　and

social 　supPort 　in　the　rllaintenance 　of　psychological 　well ．beillg　ullder 　stressful 　conditions 　was 　discussed．

　　　Key　 Words ： resilience ．　 sociai 　 support ，　stress 　 response ，　 self
−
growth ，　 third−year　 junior　high　 school

students
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